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JCHOうつのみや病院広報誌

自治医科大学　医師派遣　　　拠点病院

　新年明けましておめでとうございます。本年が地域の皆様
や当院の関係者にとりまして健やかで素晴らしい一年になる
ことをご祈念申し上げます。
　まずはじめに JCHO（ジェイコー）うつのみや病院の紹
介をさせて頂きます。ご存知のように、当院には健康管理セ
ンターもあり、各種健康診断、人間ドックなどの医療を提供
しております。このため当院では、病気を発症する前の段階
から、発症後の急性期と回復期、さらに必要であれば老健施
設まで患者さんを一貫してケアできる、病院完結型医療の提
供が可能となっております。当院は地域医療に邁進しており
ますが、紹介率、逆紹介率ともまだ満足すべき水準に達して
おりません。そのため、地域医療連携室の機能を強化し、地
域のかかりつけ医の先生方との連携を進めていきたいと考え
ております。当院には回復期病棟に加え、併設介護老人保健
施設がありますので、在宅医療に取り組まれている先生の
バックアップにも努めていきたいと考えております。
　なお当院は JCHO 病院として「地域医療連絡協議会」を
開催し、地域の皆様からご意見を頂いております。医療に対
する要望にとどまらず、さまざまな声を聞かせていただき、
病院の改善につなげていきたいと考えておりますので宜しく
ご支援の程お願い致します。
　さて昨今、人生 100 年時代という言葉を耳にします。医
学の進歩により、生活習慣病としてのがんや心・脳血管疾患
や認知症の治療が克服されると確かに人間は 100 歳まで生

きるようになると私も思います。生
活習慣病は、一般的には「食習慣、
運動習慣、睡眠、喫煙、飲酒などの
生活習慣がその発症・進行に関与」し、
代表的なものは高血圧、糖尿病、脂
質異常症などですが、がんも生活習
慣病のひとつに上げられます。生活
習慣に加えて、日常会話でも「体質」
という言葉を使うように、病気のな
りやすさには遺伝の影響があること

新年のご挨拶～人生100年時代を迎えて～　平成30年元旦

も事実です。
　さて、人の寿命も年々伸びてい
ますが、平均寿命と健康寿命があ
るのはご存知ですか。平均寿命か
ら日常的・継続的な医療・介護に
依存して生きる期間を除いた期間
が健康寿命になりますが、この健
康寿命を延長させることが大切で
あることは言を待ちません。男性
の場合、平均寿命は 80.2 歳で健康寿命は 71.2 歳ですので
9 年間医療・介護のお世話になり生きることになります。一
方、女性の平均寿命は 86.6 歳で健康寿命は 74.2 歳ですの
で 12.4 年間医療・介護のお世話になります。一番の理想は
平均寿命と健康寿命が同じであることですが、これは全ての
人には望めませんので出来るだけこの差を縮める必要があり
ます。
　従いまして、健康寿命を縮める原因としての生活習慣病を
克服する必然性があるわけです。つまり、がんや脳や心血管
障害が生活習慣病の代表的疾患ですので、高血圧、糖尿病、
脂質異常症などの基礎疾患をしっかりと管理する必要があり
ます。がん治療、心筋梗塞、脳血管障害、認知症などの代表
的生活習慣病の治療法に関しては、医学の著しい進歩があり
ますので、確実に健康寿命の延伸をもたらし、近い将来人生
100 年時代を実現することを確信しています。
　なお、昨年の 12 月から神経内科
の専門医が常勤となりましたので、
脳梗塞や脳出血と言った脳血管疾患
にも対応が出来るようになりました
ので、宜しくご承知おき下さいます
ようご案内申し上げます。
　最後になりますが、地域の皆様が
本年も当院をご活用頂き健やかな
日々を送れますよう祈念致しまして、
新年のご挨拶とさせて頂きます。　

JCHOうつのみや病院　病院長　草野 英二
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　JCHO うつのみや病院の外科部長の佐藤です。日頃から近隣のクリニックの先生方には大変お世話になり感謝致しており
ます。草野院長先生とのご縁で、本年 2017 年の 4 月に着任致しました。早いもので着任して 8 か月が過ぎ、少しずつで
はありますが、病院にも徐々に慣れつつあります。着任早々には、いわゆるローカルルールが多く、馴染むのにも慣れるの
にも戸惑いの連続でした。院長先生はじめ、多くの方々のバックアップ、ご理解を頂き、何とかゆっくりではありますが、
院内での活動も増えつつあります。当院の外科は、以前から自治医科大学の消化器・一般外科の医局から 4 人の医師派遣を
頂き、運営されてきました。この 4 月からも変わらず大学から 4 人の派遣もあり、私を含め 5 人体制となりました。
　医療は常に大きく変化しております。医学の進歩、新
規医療機器開発と導入、製薬の進歩、また医療経済、医
療保険制度の変革など常に変化を求められています。そ
の様な中、大きく変わろうとしている JCHO うつのみ
や病院と同様に、当院の外科自体も変化を求められてい
ます。未だ十分に病院、病院組織を把握できる状況では
ありませんが、病院職員の方々、外科医師、そして、周
囲のクリニックの先生方と、十分な連携、チームを組み
ながら、医療を必要とし当院を受診される方々から信頼
される外科を目指しいたいと考えています。これからも
宜しくお願い致します。

診療科紹介　～外科～
外科診療部長　佐藤　宗勝

神経内科診療部長　鈴木　ひろみ

　平成 29 年 12 月 1 日より、JCHO うつのみや病院常勤医師（神経内科診療部長）として勤務させていただくことにな
りました。私は、宇都宮市出身で、平成２年に東京女子医科大学を卒業、臨床研修後、女子医大附属病院および関連病院、
栃木県内の２次・３次救急病院で神経内科医、脳卒中専門医の臨床経験を積んできました。神経内科全般を診療致しますが、
そのなかでも専門分野は、脳卒中、頚動脈狭窄症、頚動脈エコーです。
　脳卒中診療は、画像診断や治療薬の進歩により、日々進化しています。科学的根拠に基く標準的治療を基盤として、個々
の患者さんにとって、最適な診療を提供できるように心がけております。
　神経内科常勤医は私ひとりですが、周囲の諸先生方やスタッフに協力していただきながら、当院で入院治療可能な急性期
脳血管障害（脳梗塞、脳出血、一過性脳虚血発作）の診療を行っていきたいと思います。（ただし、現在は、脳神経外科常
勤医不在のため、手術を要する脳出血や、超急性期脳梗塞の tPA 静注（発症 4.5 時間以内）は、残念ながらできません。）

その他の神経内科疾患（髄膜炎、パーキンソン病、めまい、ギランバ
レー症候群、重積でないてんかん発作など）も、可能な限り、対応し
たいと思います。
　神経内科外来は、常勤医１名、非常勤医３名体制となり、月～金で
診療可能です。神経内科疾患を幅広く診療しています。
　地域の先生方と、紹介、逆紹介しやすい、良好な医療連携を築ける
よう尽力致します。
　JCHO チームの一員として、皆様と協力して、故郷の地域医療に
携わっていきたいと思います。ご指導ご鞭撻のほど、どうぞよろしく
お願い申し上げます。

神経内科診療部長就任のご挨拶

外科医師一同
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おかげさまで　—第 47 回—
「報恩謝徳」

薬王寺 住職　倉松  俊弘

　新年明けましておめでとうございます。平
成３０年は十二支の十一番目戌年です。動物
では犬があてられています。犬は、じっと人
と目と目を合わすことができる稀な動物で、
賢く、ご主人には忠実で恩を忘れないと言わ
れています。忠犬ハチ公の話は皆さまもご承
知だと思います。
　皆さんは今新年を迎えることができました。誰のお陰で迎え
ることができたのでしょうか。家族、友人、職場の人々など多
くの人に支えられ、生きとし生けるものすべての「いのち」、そ

　今回、平成 29 年 11 月 17 日～ 18 日に開催された、第 3
回 JCHO 地域医療総合医学会にて「当院での透析前体重測定の
ヒューマンエラー防止対策 (Web カメラ導入を試みて )」と言う
医療安全についての取り組みを発表しました。
　演題の内容としましては、透析治療において、透析開始前の体
重測定は重要な確認事項であり、そのため体重測定時には細心の
注意を払い、毎回確認をしております。しかし、見間違い等の
ヒューマンエラーが発生する場合がありました。そこで私達は、
Web カメラを用いて透析前の体重測定時に録画を行い違う視点
にて映像を確認し二重にチエックすることでこれらのヒューマン

して温かく見守ってくれているご先祖様のお陰によりこの時が
あります。
　「報恩謝徳」とは、受けたご恩に報い、感謝の心を持つことで
す。どれほどの恩を受けたことでしょうか、どれほどの報いを
すればいいのでしょうか。どれほどの感謝の心を持てばいいの
でしょうか。恩を返すことは難しい事です。また恩を返すこと
ができない事もあります。常に相手を思いやる心、慈悲心を持っ
て、今自分が為すべきことを徹底的に行うこと、「報恩謝徳」の
心を持って今年一年精進をしたいものです。　　　　合　掌　

（平成 3 年 4 月〜平成 13 年 3 月 当院小児科部長）

　平成 29 年 11 月 2 日 宇都宮市南図書館（サザンクロスホール）にて、第 4 回 JCHO うつのみや病院市民公開講座を行いました。
　市民公開講座は JCHO 発足の平成 26 年から年 1 回開催しており、今年で第 4 回を迎えました。
　『地域に密着した活動を行う、地域に情報を発信する』という JCHO のミッションから、地域包括ケア推進室が中心となり、地
域へ顔の見える病院を目指し企画しております。
　当日は地域の方々 65 名と多数のご参加をいただき、当院への関心と期待の高さを改めて実感致しました。

第4回　JCHOうつのみや病院市民公開講座

　臨床工学技士　神田　大地

講演１　「地域包括ケアシステムへの取り組み」
─高齢になっても、安心して暮らし続けるために─　　　附属介護老人保健施設　副施設長　 近藤　佳文

講演２　「冬季流行の感染対策　備えよ常に」	 感染管理認定看護師　看護師長　 舘野　洋子

特別講演「快適なおしっこ生活（排尿について）」	 泌尿器科　　副院長　 原　　暢助

　3 題とも好評で、講座後にいただきましたアンケートでは、◦解り易かった。勉強になった ◦次
回もまた参加したい　◦身近な問題は大変参考になった　等の感想をいただきました。
　また◦レジュメ、資料があると良い　◦講演時間が予定と違った　等のご意見もいただきました。
　次回テーマ希望では　◦認知症　◦便秘症　◦高齢者を対象とした効果的な運動　◦膝の痛み　に
ついて等リクエストいただきました。
　他にも多数のご意見をいただきましてありがとうございました。今後の参考とさせていただきます。

会場内ではリハビリ、地域包括支援センター、老健入所、通所の方々の作品が展示させていただきました。
　また、この他に看護師・保健師による健康相談、リハビリ診療部による健康体操も行われました。

第 5 回は平成30年11月 2日（木）同会場で予定しております。
次回も多数のご参加いただけますようお願い致します。

　 原　暢助 副院長

第 3回 JCHO 地域医療総合医学会にて
エラーを防止出来ないかと考え、取り組み成果を得る事が出来ま
した。今回の発表を経験して、人ひとりで確認するのでは限界が
あり、スタッフ間でサポートし、アイデアを取り入れることで、
ヒューマンエラーの防止に繋がったので、この経験をこれからの
業務に活かしていきヒューマンエラーを防止して行きたいと思い
ます。
　また、一般演題やポスター演題でも、他施設での透析治療・安
全面の取り組みや、臨床工学技士の取り組みを知る事ができ、当
院での業務改善に参考になる例もありました。今後も患者様によ
り安全な医療を提供して行きたいと思いました。　
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平成 29 年 12 月 1 日現在

外　来
AM

受付時間 AM　8:30 〜 11:30 診察の状況、患者様の混雑状況により受付時間を早期に締め切らせ

て頂く場合がございます。お早目のご来院をお願い致します。診療時間 AM　9:00 〜 12:00

PM
受付時間 PM　1:00 〜 3:30　（内科初診は AM のみ）　 　（皮膚科 1:30 〜 4:00）
診療時間 PM　2:00 〜 3:30　（耳鼻科 1:00 〜 3:30）　　（皮膚科 2:00 〜 4:00）

休診日 土曜・日曜・祝日　　12 月 29 日〜 1 月 3 日　
救急外来 随時受入可 ご来院の前にお電話を下さいますようお願い致します。
面会時間 平日  　PM　3:00 〜 8:00　休日　　PM　1:00 〜 8:00

診 療 科 名 　　　　　　　　　　　　 月 火 水 木 金

内 科

ＡＭ

1 診
（初診外来） （初診外来） （神経内科） （神経内科） （初診外来）

輪番制 梅田／第2・4週
北本／第1・3・5週 滑川 小澤 照内

２診 （初診外来） （初診外来） （総合診療） （初診外来） （初診外来）
三玉 黒木 松村 北本 金子

３診
（初診外来） （初診外来） （初診外来） （初診外来） 鈴木紫

（神経・頭痛外来）鈴木ひ 鴇田 谷澤 草野／第1・3・5週
中澤克／第2・4週

５診 安藤 （内分泌） 梅田（循環器） 倉科 （内分泌） 中澤英（腎臓）
６診 長嶺（消化器） 木平（呼吸器） 細野（呼吸器） 六角（内分泌 /2・4 週）
７診 黒木（呼吸器） 長嶺（消化器） 高見（消化器） 荒井（消化器） 中澤克（消化器）
８診 草野（腎臓） 草野（腎臓） 根岸（循環器） 石澤（アレルギー膠原病）
１０診 山本（腎臓） 鈴木ひ（神経）

ＰＭ
再診
のみ

１診 谷澤（腎臓） 藤内（呼吸器）
２診 細野（呼吸器） 室﨑（アレルギー膠原病）
３診 岡田（一般内科） 山本（腎臓） 藤川 （循環器） 大貫（呼吸器） 藤川（循環器）
５診 藤田（内分泌） 安藤 （内分泌） 中澤英（腎臓不全外来） 五十嵐（内分泌）
６診 武島（循環器） 石川（内分泌）

第 2・4 週
木平（禁煙外来）
第 2・4 週

７診 平川（生活習慣病） 梅田（循環器） 角田（消化器） 中澤克（消化器） 鈴木紫（頭痛外来）
８診 草野（腎臓） 鈴木ひ（神経） 草野（腎臓） 根岸（循環器）

１０診 藤川
（ペースメーカー外来）

水上（血液）
第 2・4 週 照内（呼吸器・女性外来）

呼 吸 器 外 科 ＡＭ １０診 中野 中野
心臓血管外科 ＡＭ １０診 阿久津

外 科 ＡＭ １１診 佐藤 金子 横田 横田／第 1・3・5 週
金子／第 2・4 週 巷野

１２診 齋藤 巷野 齋藤 堀江

脳 神 経 外 科 ＡＭ １診 益子 栗田 中嶋（第 1・3・5 週）
ＰＭ １診 高 紺野

整 形 外 科 ＡＭ
１診 稲田 坂口 高田 坂口
２診 蓮江 稲田 蓮江
３診 倉林

泌 尿 器 科 ＡＭ １診 藤㟢 原 徳江 原 原

小 児 科

ＡＭ １診 松本（第 1・3・5 週）
自治派遣（第 2・4 週）松本 渡邉 松本 自治派遣

ＰＭ

１診 渡邉（第 1・3・5 週）
自治派遣（第 2・4 週）渡邉 松本 古井（心臓）

第２・４週 予約 渡邉

２診 （予防接種）要予約
渡邉

（乳幼児健診）第 2・3・4 週
（予防接種）要予約

宮内（神経外来）
第3週 要予約

眼 　 科 ＡＭ １診 古藪 古藪 古藪 古藪 澤野
２診 田中 田中 田中 田中

ＰＭ １診 澤野

皮 膚 科 ＡＭ １診 小宮根（隔週）
ＰＭ １診 小宮根 　 自治派遣

耳 鼻 科 ＡＭ １診 自治派遣 山川
ＰＭ １診 自治派遣 自治派遣

Facebook
はじめました。

※うつのみや病院のＨＰか
らも行くことができます。

http://utsunomiya.jcho.go.jp/


